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●平成１７年度徳島大学新入生歓迎合宿

４月２日（土）～３日（日）

徳島県立山川少年自然の家
問い合わせ先：学務部学生課 088-656-7287

E-mail: gksenmn4@jim.tokushima-u.ac.jp

●平成１７年度徳島大学入学式

４月６日（水）

アスティとくしま
問い合わせ先： 総務部秘書課 088-656-7009

E-mail: hisoumuk@jim.tokushima-u.ac.jp

●名誉教授称号授与式

５月上旬予定

徳島大学事務局第２会議室
問い合わせ先： 総務部秘書課 088-656-7009

E-mail: hisoumuk@jim.tokushima-u.ac.jp

●徳島大学五月祭

５月中旬

常三島キャンパス
問い合わせ先： 学務部学生課 088-656-7287

E-mail: gksenmn4@jim.tokushima-u.ac.jp

●第５６回四国地区大学総合体育大会

５月１１日（水）、１３日（金）、１５日（日）ラグビー

６月２５日（土）、２６日（日）陸上競技他２競技

鳴門総合運動公園他県内各大学
問い合わせ先： 学務部学生課 088-656-7287

E-mail: gksenmn4@jim.tokushima-u.ac.jp
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■ 

「
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
講
座
」

大
成
功

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
講
座
全
員
完
走

　
３
年
目
と
な
っ
た
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン

講
座
も
た
い
へ
ん
な
盛
り
上
が
り
と
大
成

功
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大

学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
て
い
る

生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
つ
で
、ラ
ン
ニ

ン
グ
講
座
と
し
て
は
マ
ラ
ソ
ン
初
心
者
が

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
学
習
を
積
ん
で
半
年
間

で
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
を
目
指
そ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、連
携
講
座
と

し
て「
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
し
よ
う
！
」
が
あ
り
、こ
の
講
座

で
は
Ｉ
Ｔ
を
学
習
し
、ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
速
報
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
２
年
間
の
大
成
功
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
こ
の
講
座
に
は
継
続
受
講
者
も
合
わ

せ
る
と
２
０
０
名
を
越
え
る
受
講
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。
２０
代
か
ら
８０
代
ま
で
と

年
齢
層
は
幅
広
く
、平
均
年
齢
は
４７
歳
で

し
た
。こ
の
う
ち
新
規
受
講
者
を
中
心
に

５３
名
が
平
成
１６
年
１２
月
１２
日
に
開
催
さ

れ
る
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
班
、家
族
・
友

人
、ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
８２
名
が
現
地
入

り
し
ま
し
た
。

　
常
夏
の
ホ
ノ
ル
ル
で
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

の
た
め
、ス
タ
ー
ト
時
間
は
午
前
５
時
。

今
回
の
参
加
者
は
２
万
５
０
０
０
人
で
し

た
。コ
ー
ス
場
の
２０
ｋｍ
地
点
に
あ
る
ト
ラ

ン
ス
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ハ
ワ
イ
カ
レ
ッ
ジ（
Ｔ

Ｐ
Ｈ
Ｃ
）の
駐
車
場
を
お
借
り
し
て
徳
島

大
学
専
用
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
、

こ
こ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継

も
行
い
ラ
ン
ナ
ー
の
様
子
を
世
界
に
向
け

発
信
し
ま
し
た
。
風
も
な
く
湿
度
も
低
く

良
好
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
下
、
５３
名
全
員

が
見
事
完
走
し
、こ
れ
で
３
年
連
続
の
全

員
完
走
と
な
り
ま
し
た
。

■
第
５
回
学
長
杯
争
奪
駅
伝

大
会
開
催

　
１
月
２２
日（
土
）晴
天
の
中
、徳
島
中
央

公
園
の
城
山
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
で
、恒

例
の
第
５
回
学
長
杯
争
奪
駅
伝
大
会（
第

３３
回
徳
島
大
学
駅
伝
大
会
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
男
子
は
、５
区
間
１６
ｋｍ
に
３５
チ
ー
ム（
教

職
員
チ
ー
ム
１
を
含
む
）
、女
子
は
５
区

間
１０
ｋｍ
に
１３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、男
子
は

陸
上
部
β
（
陸
上
競
技
部
）が
優
勝
、女
子

は
徳
島
ラ
ビ
ッ
ツ（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
）が

優
勝
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
に
学
長
杯

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、大
学
の
職

員
で
編
成
し
、参
加
し
た
事
務
部
チ
ー
ム

は
、８
位
と
大
健
闘
し
ま
し
た
。

■
平
成
１６
年
度

康
楽
賞
受
賞
者
決
定

　
平
成
１６
年
度
康
楽
賞
の
受
賞
者（
教
員

１２
人
、学
生
４８
人（
学
術
研
究
関
係
２４
人
、

奨
学
生
２４
人
））が
決
定
し
、１
月
２１
日（
金
）、

財
団
法
人
康
楽
会
か
ら
野
田
理
事
の
ご

出
席
を
い
た
だ
い
て
、長
井
記
念
ホ
ー
ル

で
贈
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
康
楽
賞
は
、昭
和
２６
年
に
開
始
さ
れ
、

今
回
で
５４
回
目
を
迎
え
ま
す
。
本
学
の
教

員
で
そ
の
研
究
に
成
果
の
あ
っ
た
者
、学

生
で
そ
の
人
物
、学
業
成
績
、研
究
成
果

等
が
優
秀
で
あ
る
者
お
よ
び
学
業
成
績

が
優
秀
で
、か
つ
経
済
的
に
困
難
で
あ
る

者
を
財
団
法
人
康
楽
会
が
毎
年
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　
式
で
は
、学
長
か
ら
受
賞
者
に
対
し
て
、

教
員
は
各
人
に
、学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
者
に
賞
状
と
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、大
学
お
よ
び
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

総
合
科
学
部
松
尾
義
則
教
授
か
ら
、財
団

法
人
康
楽
会
に
対
し
て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

■
学
内
「
企
業
合
同
説
明
会
」

を
開
催

　
２
月
１４
日
（
月
）
、
１５
日
（
火
）
に
工
学

部
共
通
講
義
棟
（
創
成
学
習
ス
タ
ジ
オ
）

で
、学
内
「
企
業
合
同
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
は
、全
国
の
各
企
業
の
人

事
担
当
者（
本
学
出
身
者
含
む
）に
本
学

へ
参
集
願
い
、直
接
面
談
す
る
こ
と
に
よ

り
就
職
を
希
望
す
る
学
部
３
年
生
お
よ

び
大
学
院
１
年
生
の
意
識
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、昨
年
度
に
引
き
続
き
企

画
・
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
全
国
の
「
'０６
年
卒
新
卒
採
用
」
に
関
す

る
求
人
数
は
、増
加
し
て
い
る
と
は
い
え
、

企
業
側
の
「
採
用
基
準
は
下
げ
な
い
」
と

い
う
姿
勢
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
依
然

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

本
説
明
会
開
催
期
間
中
、延
べ
１
千
名
余

の
学
生
が
熱
心
に
各
企
業
の
ブ
ー
ス
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
参
加
企
業
は
、徳
島
県
内
２２
社
、東
京
・

大
阪
所
在
の
２７
社
を
は
じ
め
合
計
９３
社

あ
り
、学
生
・
企
業
と
も
に
真
剣
さ
が
溢
れ
、

盛
況
な
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
徳
島
大
学
地
域
交
流

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
Ｉ
Ｔ
社
会
と

地
域
連
携
」
開
催

　
徳
島
大
学
で
は
、文
部
科
学
省
地
域
貢

献
特
別
支
援
事
業
の
成
果
発
表
の
一
環
と

し
て
、２
月
１３
日
に
「
Ｉ
Ｔ
社
会
と
地
域

連
携
」
を
テ
ー
マ
に
徳
島
大
学
地
域
交
流

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
昨
年
度
に
引
き
続
き

開
催
し
ま
し
た
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、青
野
学
長
か
ら
、

徳
島
大
学
の
地
域
貢
献
、地
域
連
携
事
業

へ
の
取
り
組
み
等
の
紹
介
、本
学
教
員
か

ら
基
調
報
告
、四
国
総
合
通
信
局
長
か
ら

「
四
国
の
情
報
通
信
と
ｕ
ー
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
政

策
」
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、「
Ｉ
Ｔ
社
会
と
大
学
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、飯
泉
徳
島
県
知
事
、岡
山
四
国

総
合
通
信
局
長
、立
石
マ
ン
ダ
ラ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役
他
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参

加
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
Ｉ
Ｔ
へ
の

取
り
組
み
状
況
の
説
明
、大
学
に
対
し
て

の
提
言
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、自
治
体
関
係

者
、Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
関
係
者
、一
般
市
民
、

大
学
教
職
員
・
学
生
等
約
１
３
０
人
が
参

加
し
、講
演
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、同
日
、本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
場

所
で
は
、「
地
域
と
社
会
の
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
」

も
開
催
さ
れ
、徳
島
大
学
の
教
員
や
学
生

が
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
社
会
に
寄
与

で
き
る
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
や

技
術
的
な
成
果
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

■
体
育
系

サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を

実
施

　
平
成
１６
年
１２
月
１１
日（
土
）か
ら
１２
日

（
日
）の
間
、国
立
淡
路
青
年
の
家
に
お
い

て
、次
期
リ
ー
ダ
ー
３９
名
が
参
加
し
、体

育
系
サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、課
外
活
動
の
活
性
化
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
の
向
上
お
よ

び
自
覚
の
涵
養
、各
サ
ー
ク
ル
の
親
睦
等

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、講
演
「
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」・
実

習
「
ス
ポ
ー
ツ
現
場
の
応
急
処
置
」・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
野
外
炊
飯
等
を
主
な
内
容

と
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
学
生
か
ら
の
感
想
は
、「
有
意
義

な
２
日
間
だ
っ
た
」
と
概
ね
好
評
で
し
た
。


